
方
に
登
録
い
た
だ
い
て
ま
す
。

ま
た
、
搬
送
さ
れ
た
方
々
は
無
事
出
産

に
至
っ
て
い
ま
す
。
搬
送
す
る
救
急
隊
員

も
産
婦
人
科
医
、
助
産
師
に
よ
る
研
修
会

に
参
加
し
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
の
で
、

妊
婦
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
脳
血
管
疾
患
患
者
管
外
直
接
搬
送
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

美
幌
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
作
成
し
た

「
脳
卒
中
ス
ケ
ー
ル
表
」
を
活
用
し
、
搬

送
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
脳
卒
中
の
疑
い

が
あ
る
患
者
を
、
関
係
者
に
同
意
い
た
だ

き
可
能
な
限
り
北
見
・
網
走
の
専
門
医
療

機
関
へ
、
専
門
医
師
か
ら
の
指
導
・
助
言

を
受
け
な
が
ら
直
接
搬
送
す
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

搬
送
さ
れ
た
方
の
約
７
割
が
、
そ
の
後

も
良
好
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
時

間
と
の
戦
い
で
あ
る
脳
卒
中
に
対
し
、
万

全
の
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

救
急
業
務
に
つ
い
て

津
別
町
と
美
幌
町
に
は
、
合
わ
せ
て
４

台
の
救
急
車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
津

別
町
内
に
救
急
車
が
無
い
場
合
は
、
美
幌

町
か
ら
出
動
し
、
互
い
の
町
を
広
域
的
に

カ
バ
ー
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
中
の
津
別
署
管
内
に
お
け
る

救
急
出
動
件
数
は
、
１
９
３
件
と
昨
年
よ

り
19
件
の
減
少
、
う
ち
急
病
に
よ
る
出
動

が
１
１
４
件
と
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

搬
送
人
員
は
１
８
６
人
で
、
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
１
４
９
人
。
全
体
の
８
割

を
占
め
て
お
り
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
が

そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
傷
病
程
度

と
し
て
は
、
中
等
症
以
上
の
入
院
が
必
要

な
方
が
１
４
３
人
と
約
８
割
で
す
が
、
２

割
に
つ
い
て
は
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
妊
婦
エ
ン
ト
リ
ー
ネ
ッ
ト
１
１
９
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

美
幌
町
の
産
婦
人
科
休
診
に
伴
い
、
北

見
・
網
走
の
産
婦
人
科
に
通
う
妊
産
婦
の

皆
さ
ん
の
不
安
解
消
を
目
的
と
し
て
、
事

前
に
簡
単
な
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
救

急
車
で
搬
送
す
る
制
度
で
す
。

制
度
開
始
か
ら
の
登
録
数
は
津
別
62
人
、

美
幌
４
１
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

も
う
お
済
み
で
す
か
？

問い合わせ先　美幌・津別広域事務組合　津別消防署グループ　†76－2189｠

■
町
外
医
療
機
関
直
接
搬
送
に
つ
い
て

専
門
的
な
治
療
を
受
け
て
い
る
方
や
、

医
師
か
ら
何
か
あ
っ
た
ら
う
ち
の
病
院
へ

と
言
わ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
、
直
接
町
外

の
病
院
へ
搬
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ご
自
身
か
家
族
が
、
そ
の
病
院
に
電
話

し
、
対
応
し
て
も
ら
え
る
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
対
応
可
能
で
あ
れ
ば
、
救
急

隊
員
に
そ
の
こ
と
を
必
ず
伝
え
て
く
だ
さ

い
。救

急
隊
員
が
到
着
し
て
、
町
外
へ
の
搬

送
に
耐
え
ら
れ
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
可
能

な
限
り
直
接
搬
送
し
ま
す

消
防
署
か
ら
の

お
願
い

◎
命
に
か
か
わ
る
お
願
い
で
す

『
救
急
車
は
本
当
に
必
要
な
時
に
！
』

緊
急
自
動
車
（
消
防
車
・
救
急
車
）
の

走
行
の
際
に
は
、
次
の
事
項
を
守
り
運
転

し
て
下
さ
い
。
安
全
に
事
故
無
く
業
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
、
運
転
者
・
歩
行
者
の

協
力
を
願
い
ま
す
。

q
交
差
点
で
は
徐
行
及
び
停
車
を
す
る
。

w
左
・
右
側
へ
の
車
線
変
更
は
し
な
い
。

e
違
法
駐
車
は
し
な
い
。

緊
急
性
が
無
く
自
分
で
病
院
へ
行
け
る

場
合
は
、
救
急
車
以
外
の
交
通
機
関
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
患
者
の
様
子
や
事
故

の
状
況
か
ら
、
急
い
で
病
院
へ
連
れ
て
行

っ
た
ほ
う
が
良
い
と
判
断
し
た
な
ら
ば
、

１
１
９
番
へ
通
報
下
さ
い
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

火災件数は６件、損害額は3,670千円です。

町民一人ひとりが火の取扱いに注意し、火災のない明るい町にしましょう。

【
平
成
25
年
２
月
１
日
　
運
用
開
始
】

★
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
の
消
防
救
急
無
線

が
、
全
道
に
先
駆
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
！

美
幌
町
に
は
、
美
幌
消
防
署
に
基
地
局
を
、
面

積
の
広
い
津
別
町
に
は
、
共
和
の
ス
キ
ー
場
の
頂

上
に
基
地
局
を
配
置
し
、
両
町
を
広
範
囲
に
カ
バ

ー
し
ま
す
。

★
デ
ジ
タ
ル
化
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
秘
匿
性

の
向
上
で
す
！

現
在
は
、
個
人
情
報
等
の
保
護
が
最
優
先
さ
れ

る
社
会
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
信
号
は
、
一
般
の
人
が
傍
受
す
る
事

は
出
来
ま
せ
ん
。
個
人
情
報
（
住
所
・
氏
名
・
部

屋
番
号
等
）
の
漏
え
い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
通
信
指
令
室
か
ら
は
、
消
防
隊
（
救
急

隊
）
へ
正
確
な
情
報
を
素
早
く
伝
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

津
別
町
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
、

平
成
24
年
11
月
時
点
で
84
・
２
％
で
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発
生

す
る
煙
を
感
知
し
、
音
や
音
声
に
よ
り
火
災
の

発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
焼
死
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
機
器
で
す
。

火
災
か
ら
大
切
な
『
い
の
ち
』
を
守
る
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
隊
か
ら
の

お
知
ら
せ

美幌

津 別

�


